鉄骨工事施工状況報告書記入要領

（本報告書の記載にあたり下記の事項を参考に記入して下さい。）

【第１面】

　　建築主、報告者欄
　　　コンクリート工事施工計画・施工結果報告書記入要領と同様。

　　鉄骨

　　　構造耐力上主要な部分に使用した鋼材等の種類及び使用部位等

　　　　　　　　　　　　：使用部位欄に柱、はり、はり端部、はり中央部等を、鋼材の種類欄には当該部位に使用する鋼材規格を、また、それぞれ鋼材の種類ごとの使用重量を記入して下さい。

　　　高力ボルト　　　　：使用した高力ボルトの種類及び径を記入して下さい。溶融亜鉛めっき高力ボルトは、国土交通大臣の認定を取得した製品を使用して下さい。

　　　接合継目部位　　　：溶接によって接合する部材の部位を表示して下さい。

　　　鋼材の種類　　　　：溶接接合する鋼材の種類を記入して下さい。

　　　溶接の種類　　　　：該当する溶接方法に印を付けて下さい。

　　　建築確認後の変更　：部材の変更の有無及びそれによって生じた計画変更の確認申請日を記入して下さい。また、軽微な変更扱いとした場合は、その内容及び建築主事との打合せ日について記入して下さい。

【第２面】

　　工事関係者住所・氏名欄

　　　構造担当責任者　　：工事監理業務のうち、構造設計に関わる部分について専門に担当する者が別にいる場合は、所属、資格、氏名等を記入して下さい。

　　　第三者検査機関等　：溶接部の受入検査を実施した検査機関等の名称・代表者名・住所及び検査を実施した検査員の資格・氏名等を記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　（※ここにいう第三者検査機関等とは、鉄骨加工業者等が品質管理の一環として自主的に行う社内検査ではなく、建築主又は工事監理者等が受入検査を実施する際に、自らの検査業務を代行させるために依頼する検査会社やコンサルティング会社等をいう。前者と後者の検査を混同しているケースが見られ、このことが不良施工の要因の一つとなっていることに注意する必要がある。）

　　　社内検査　　　　　：鉄骨加工工場の責任において実施した社内検査の形態について、外注又は社内検査部門の□をチェックし、該当する欄の必要事項を記入する。

　　添付書類欄　　　　　：建築主事より求められた添付書類等の項目をチェックし、資料を提出して下さい。

【第３面、第４面】

　　鉄骨加工工場及び工事現場における試験・検査等の結果
　　　　　　　　　　　　：鉄骨加工工場、工事施工者及び工事監理者それぞれの立場で検査を実施した項目に印を付けるとともに、検査実施日を記入して下さい。

鉄　骨　工　事　施　工　状　況　報　告　書

建　築　主　事　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　平成　　年　　月　　日　

Ⅰ　　一般事項

	建　築　主
	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　　　　　　　　　　　　）

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　

	報　告　書
	工事監理者
	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）級建築士事務所（　　　　）登録第　　　　　　　　　号

氏　　名　　　　　　　　印　　　　　　　　（　）級　建　築　士（　　　　）登録第　　　　　　　　　号

	
	施　工　者
	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務所名　　　　　　　　　　　　　　代表取締役氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設業の許可　（　　　　）登録第　　　　　　　　　　　号

	建　築　物　・　鉄　骨　工　事　の　概　要
	設　計　者
	住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）級建築士事務所（　　　　）登録第　　　　　　　　　号

氏　　名　　　　　　　　　印　　　　　　　（　）級　建　築　士（　　　　）登録第　　　　　　　　　号

	
	建築工事の名称
	

	
	建築確認
	　平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　第　　　　　　　　　　　号　　

	
	建築場所
	

	
	主要用途
	
	階数
	地上　階／地下　階
	延べ面積
	㎡

	
	構造種別
	S造・SRC造・他（　　造）
	架構形式
	X方向　　　　　　　　　Y方向

	
	溶接長
	ｍ
	鉄骨総重量
	ｔ
	鉄骨単位重量
	ｔ/㎡
	計算ルート
	Ｘ方向　　Ｙ方向

	
	構造耐力上主要な部分に使用した鋼材等の種類及び使用部位等
	使用部位
	鋼材の種類
	使用量
	高力ボルトの種類及び接合方法等
	種類・径等
	接合方法
	締付方法

	
	
	
	
	
	
	トルシア形
	S10T・径　M
	摩擦・引張
	□トルクコントロール法

	
	
	
	
	
	
	ＪＩＳ形
	S10T・径　M
	摩擦・引張
	□トルクコントロール法
□ナット回転法

	
	
	
	
	
	
	溶融亜鉛めっき
	ＦＴ・径　Ｍ
	摩擦
	□ナット回転法（大臣認定品）

	
	
	
	
	
	
	接合面の処理
	μ＝0.45

μ＝0.40
	１母材　グラインダー　２スプライトＰＬ　ショットプライス
１母材　　　　　　　　２スプライトＰＬ　　　　　　　　　　　　

	
	接合継目の部位

、鋼材の種類
及び短期許容応

力度の区分等
	工場溶接
	接合部位
	鋼材の種類
	溶接の種類
	現場溶接
	接合部位
	鋼材の種類
	溶接の種類

	
	
	
	
	
	突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
	
	
	
	突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉



	
	建築確認通知書と設計図書の照合
	訂正箇所（　有　・　無　）　　　　　　設計図書の訂正（確認済・未確認）

	
	建築確認後
の変更事項
	変更届の提出（　有　・　無　）　届け出年月日　平成　　年　　月　　日

	
	軽微な変更事項
	建築主事との打合せ（　有　・　無　）　打合せ日　平成　　年　　月　　日

【軽微な変更の内容】



	工　事　関　係　者　住　所　・　氏　名
	工　事　監　理

構造担当責任者
	事　務　所　名　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　）

住　　　所

資格・氏名

	
	第三者検査機関

等（溶接部の受

入れ検査）
	受入検査機関等の名称　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　）

住　　　所

検査員資格・氏　名

	
	検査技術者（溶接部以外の受入れ検査） eq \o\ac(○,注)１
	所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ（　　　　　　　　　　　）

住　　　所

検査員資格・氏　名

	
	工事施工者

鉄骨工事責任者
	建設会社名

資格・氏名

	
	社　内　検　査
	□外　　　注
	外注検査機関等の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　　所

検査員資格・氏　名

	
	
	□社内検査部門
	所属部署

検査員資格・氏　名

	添　付　書　類
	□鋼材等の裏書ミルシート　　　　　　　　□ボルト類の強度試験報告書　　　　　□工事監理契約書（写し）

□鋼材等の流通経路を示す書類　　　　　　□高力ボルト現場軸力導入試験報告書　□認定書・資格証（写し）

□溶接部の検査報告書（外観＋超音波損傷）□高力ボルトの締付け検査報告書　　　□工程の工事写真

□溶接部検査に関する契約書（写し）　　　□合成スラブの施工状況報告書　　　　□溶接部の強度試験成績書

□露出型柱脚施工管理報告書　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　　　□




注. eq \o\ac(○,1)　溶接する部分を除く受入れ検査について、工事管理者が検査報告書及び検査依頼書に基づき依頼した技術者の所属、資格及び氏名等を記入する。

Ⅱ鉄骨加工工場及び工事現場における試験・検査等の結果

	ａ．検査等の項目
	ｂ．実施した試験・検査等の方法

（実施した項目をチェック）
	ｃ．検査等の実施年月日

	
	
	社内検査 eq \o\ac(○,注)２
	受　入　検　査　 eq \o\ac(○,注)３

	
	
	鉄骨加工工場
	工　事

施工者
	工　事

監理者
	検査機関等

	①　工場製作時における検査等の実施状況
	鉄骨加工工場の決定
	□書類審査

□工場実地調査
	
	
	
	

	
	鉄骨製作要領書・工作図の承認
	□設計図書との照合　□図書審査
	
	
	
	

	
	溶接方法の承認
	□製作要領書審査　□承認試験
	
	
	
	

	
	溶接技能者の承認
	□資格証の確認　□溶接条件と資格の適合

□技量確認試験（実施・他工事資料参考）
	
	
	
	

	
	使用鋼材等の受入検査
	□ミルシートの確認　□立入検査

□鋼材判別器　□材質試験　□（　　　）
	
	
	
	

	
	使用材料・製品等の受入検査

(高力ボルト、スタッドボルトその他)
	□ミルシート確認　□製品確認

□立会検査　□（　　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	原寸検査等
	□テープ合わせ　□床上原寸図　□工作図

審査　□定規・型板検査　□（　　　）
	
	
	
	

	
	切断後の鋼材材質の確認
	□マーキング確認　□切板発注指示書確認

□確認試験　□（　　　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	組　立　検　査
	□開先形状・角度　□ルート面・ルート間隔　□肌すき、食違

□仕口部のずれ　□裏あて金・エンドタブ　□スカラップ工法

□スカラップ形状・寸法　□仮付け溶接　□内ダイヤの取付け
	□目　　　視

□溶接ゲージ

□スケール
	
	
	
	

	
	
	★以下の項目は、２節目以降の組立検査時に確認する

□予熱の方法と管理方法の確認　□予熱予防チェック

□パス間温度、入熱量の管理方法の確認と管理の結果
	□製作要領書の確認
□温度チョーク
□（　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	□ボルトの孔径　□孔心・孔間隔のずれ　□摩擦接合面の確認
	□目視　□ゲージ
	
	
	
	

	
	鉄　骨　製　品　の　受　入　検　査
	部材の精度
	□部材の社内検査実施状況の確認
	□製品の社内検査報告書確認
	
	
	
	

	
	
	
	□部材表面検査　□部材寸法検査　□取り合い部検査

□スタッド溶接検査　□高力ボルト締め付け検査

□スラグ・スパッタの除去　□（　　　　　　　）
	□目視

□ゲージ・スケール

□打撃曲げ試験
	
	
	
	

	
	
	溶接部の品質
	□外観検査（精度・表面欠陥）

□超音波損傷検査（内部欠陥）
	□目視　□溶接ゲージ　□スケール

□超音波損傷試験　□（　　　　　）
	
	
	
	

	
	
	
	社内検査結果のまとめ
	□溶接部の社内検査報告書の確認

社内検査を実施した者の所属・資格・氏名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	受入検査結果のまとめ
	□第三者検査機関による溶接部の受入検査報告書の確認

□契約書等確認　検査を実施した者の資格・氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□工事管理者が指定した「技術者」による代行検査報告書の確認
「技術者」の所属・氏名（　　　　　　　　　　）

	
	
	
	
	１　全数検査　（検査数　　　合格数　　　合格率　　　　）

（不合格部の補修箇所　　　　補修方法　　　ガウジング　　）

２　抜取検査の場合次の項目を記載して別に報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜取方法・抜取率・検査数

・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等
	
	１　抜取検査の場合は、次の項目を記載して別に報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜取方法・抜取率・検査数

・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等

２　全数検査（検査数　　合格数　　合格率　　）
（不合格部の補修箇所　　補修方法　　　　）

	
	不具合の処置及び検査結果の考察
	

	②　現　場　工　事　時　に　お　け　る　検　査　等　の　実　施　状　況
	鉄骨工事施工要領書の承認
	□設計図書との照合　□図書審査
	
	
	
	

	
	溶接方法の承認
	□製作要領書審査　□承認試験
	
	
	
	

	
	溶接技能者の承認
	□資格証の確認　□溶接条件と資格の適合

□技量確認試験(実施・他工事資料参考)
	
	
	
	

	
	使用材料・製品の検査

（高力ボルト等）
	□ミルシートの確認　□現場軸力導入試験

□（　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	柱　脚　部
	□柱据付け面の状況　□アンカーボルト

の据付け状況　□露出型固定柱脚の施工

状況　□（　　　　　　　　　）
	□設計図書との照合　□レベル　□スケール

□柱脚メーカーのチェックシート照合

□（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	
	
	
	

	
	建　て　方
	□建入れ直し　□仮締めボルト

□倒壊防止措置　□建て方精度

□（　　　　　　　　　　　　　）
	□施工要領書等との照合　□目視

□スケール　□下げ振り


	
	
	
	

	
	ボ　ル　ト　工　事　・　溶　接　工　事
	□摩擦接合面の確認　□食違い・肌すき

検査　□１次締め後全数マーキング

□本締め検査　□共廻り、締め忘れ検査
	□目視　□ゲージ

□（　　　　　　　　　　　　　　）


	
	
	
	

	
	
	□作業環境等　□予熱の実施状況

□ルート間隔　□食違い・仕口部のずれ

□エンドタブ、裏当て金の施工状況

□溶接部の外観検査（精度・表面欠陥）

□超音波損傷検査　□（　　　　　　）

□合成スラブの施工状況（スタッド、焼きぬき栓溶接等）
	□施工要領書等との照合　□温度チョーク

□目視　□溶接ゲージ　□スケール

□目視　□溶接ゲージ　□スケール

□超音波損傷検査　□（　　　　　　　　）

□目視　□ゲージ　□打撃曲げ試験

□スラブメーカーのチェックシート照合
	
	
	
	

	
	
	社内検査結果のまとめ
	社内検査　□実施　□省略

□溶接部の社内検査報告書の確認

社内実施した者の所属・資格・氏名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	受入検査結果のまとめ
	□第三者検査機関による溶接部の受入検査報告書の確認　□契約書等確認実施した者の所属・資格・氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□工事監理者が指定した「技術者」による代行検査報告書の確認

「技術者」の所属・氏名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	
	１　全数検査（検査数　　　合格数　　　合格率　　　）

（不合格部の補修箇所　　　　　補修方法　　　　　）

２　抜き取り検査の場合は、次の項目に記載して別に検査報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜き取り方法・抜き取り率・検査数・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等
	
	左記で社内検査実施の場合は、次の１、省略の場合は２とする。

１　抜取り検査の場合は、次の項目を記載して別に検査報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜き取り方法・抜き取り率・検査数・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等

２　全数検査（検査数　　　合格数　　　合格率　　　）

（不合格部の補修箇所　　　　　補修方法　　　　　）

	
	不具合の処置及び検査結果の考察
	


　　 eq \o\ac(○,注)．２　左に掲げられた「ａ．検査等の項目」欄の項目について、社内検査として実施した項目を「ｂ．実施した試験・検査等の方法」欄の項目から選んで、□をチェックする。「ｃ．検査等の実施年月日」欄にこれらの実施した月日を記入する。

　　  eq \o\ac(○,注)．３　上記と同様に、３者がそれぞれの立場で、受入れ検査として実施した項目とこれらを実施した月日を記入する。このうち、工事監理者が自らの業務の一部を他者（本報告書様式第２面の「検査技術者（溶接部以外の受入れ検査）」欄に記載した技術者　注．１参照）に依頼して、代行検査等に当たらせた項目については、工事監理者の欄に検査等の月日と当該「検査技術者」の氏名を記入する。

鉄　筋　工　事　施　工　状　況　報　告　書

建　築　主　事　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　　　平成20年△月○日

Ⅰ　　一般事項

	建　築　主
	住　　所　岩手県○○市△△町１－２－３　　　　　　　（TEL　019‐123‐4567　）

氏　　名　岩手県株式会社　代表取締役　岩手　太郎　　㊞　

	報　告　書
	工事監理者
	住　　所　　岩手県○○市▲▲町３－６－５　　　　　　　　　　　（TEL　　０１２３－××－××××）

事務所名　　○○一級建築士事務所　　　（１）級建築士事務所（岩手県知事）登録第　○○○○　号

氏　　名　　北　上　次　郎　　　㊞　　（１）級　建　築　士（大　　　臣）登録第　○○○○　号

	
	施　工　者
	住　　所　　岩手県××市○○町２－４－３　　　　　　　　　　　（TEL　０１２３－××－××××　）

事務所名　　△△建設㈱　　代表取締役氏名　　花　巻　　三　郎　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設業の許可　（岩手）登録第　××××　号

	建　築　物　・　鉄　骨　工　事　の　概　要
	設　計　者
	住　　所　　岩手県○○市▲▲町３－６－５　　　　　　　　　　　（TEL　　０１２３－××－××××）

事務所名　　○○一級建築士事務所　　　（１）級建築士事務所（岩手県知事）登録第　○○○○　号

氏　　名　　北　上　次　郎　　　㊞　　（１）級　建　築　士（大　　　臣）登録第　○○○○　号

	
	建築工事の名称
	　岩手△△システム本社ビル新築工事

	
	建築確認
	　平成　19　年　○　月　×　日　　　　　　　　　第Ｈ19確認建築岩手○○○号　　

	
	建築場所
	　岩手県××市△△町３－15－１

	
	主要用途
	事務所
	階数
	地上５階／地下０階
	延べ面積
	3,000㎡

	
	構造種別
	S造・SRC造・他（　　造）
	架構形式
	X方向　　純ラーメン　　Y方向　　ブレース

	
	溶接長
	20,000ｍ
	鉄骨総重量
	3,654ｔ
	鉄骨単位重量
	0.13ｔ/㎡
	計算ルート
	Ｘ方向３　Ｙ方向３

	
	構造耐力上主要な部分に使用した鋼材等の種類及び使用部位等
	使用部位
	鋼材の種類
	使用量
	高力ボルトの種類及び接合方法等
	種類・径等
	接合方法
	締付方法

	
	
	柱

大梁

小梁

間柱

ダンパー
	SN490B, C
SN490B, C
SN400B

SN400B

BFLYP235
	2,101ｔ

2,310ｔ

1,121ｔ

1,121ｔ

１ｔ
	
	トルシア形
	S10T・径　M
	摩擦・引張
	□トルクコントロール法

	
	
	
	
	
	
	ＪＩＳ形
	S10T・径　M
	摩擦・引張
	□トルクコントロール法
□ナット回転法

	
	
	
	
	
	
	溶融亜鉛めっき
	ＦＴ・径　Ｍ
	摩擦
	□ナット回転法（大臣認定品）

	
	
	
	
	
	
	接合面の処理
	μ＝0.45
μ＝0.40
	１母材　グラインダー　２スプライトＰＬ　ショットプライス
１母材　　　２スプライトＰＬ　　　　

	
	接合継目の部位

、鋼材の種類
及び短期許容応

力度の区分等
	工場溶接
	接合部位
	鋼材の種類
	溶接の種類
	現場溶接
	接合部位
	鋼材の種類
	溶接の種類

	
	
	
	BOX柱
ダイアフラム
フランジ大梁
ウェブ大梁
	SN490B, C
SN490B, C
SN490B
SN490B
	突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
	
	柱＋梁

柱＋梁
	SN490C＋490

SN490B+490
	突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉
突合せ・すみ肉



	
	建築確認通知書と設計図書の照合
	訂正箇所（　有　・　無　）　　　　　　設計図書の訂正（確認済・未確認）

	
	建築確認後
の変更事項
	変更届の提出（　有　・　無　）　届け出年月日　平成　　年　　月　　日

	
	軽微な変更事項
	建築主事との打合せ（　有　・　無　）　打合せ日　平成　　年　　月　　日

【軽微な変更の内容】



	工　事　関　係　者　住　所　・　氏　名
	工　事　監　理

構造担当責任者
	事　務　所　名

○○一級建築士事務所　（岩手県知事）登録第○○○○号　　ＴＥＬ（0123　－××－××××）

住　　　所　　岩手県○○市▲▲町３－６－５
資格・氏名　　（１）級建築士（大臣）登録第××××号　　山　田　　構　造

	
	第三者検査機関

等（溶接部の受

入れ検査）
	検査機関名称　㈱非破壊検査　代表　剣　音二郎　ＴＥＬ（0123－○○－○○○○）

住　　　　所　岩手県○○市○○町99－100

検査員資格・氏　名　NDI－UT３種（○○29○○○－UT３種）　北上　進

	
	検査技術者（溶接部以外の受入れ検査） eq \o\ac(○,注)１
	所　　　属　㈱松川鉄工所　ＴＥＬ（0123－○○－○○○○）

住　　　所　岩手県○○市○○町○○○○

検査員資格・氏　名　建築鉄骨製品検査技術者、建築高力ボルト接合管理技術者　高井　力

	
	工事施工者

鉄骨工事責任者
	建設会社名　　△△建設㈱　　ＴＥＬ（0123－○○－○○○○）

資格・氏名　　（１）級建築士（大臣）登録第××××号　鉄鋼　骨男

	
	社　内　検　査
	☑外　　　注
	外注検査機関等の名称　　㈱松川検査工業　　　代表　松川　検ニ

ＴＥＬ（0123－○○－○○○○）

住　　　所　　　　　　　岩手県□□市××

検査員資格・氏　名　　　NDI－UT３種（○○29○○○－UT３種）

	
	
	□社内検査部門
	所属部署

検査員資格・氏　名

	添　付　書　類
	☑鋼材等の裏書ミルシート　　　　　　　　☑ボルト類の強度試験報告書　　　　　☑工事監理契約書（写し）

□鋼材等の流通経路を示す書類　　　　　　☑高力ボルト現場軸力導入試験報告書　☑認定書・資格証（写し）

☑溶接部の検査報告書（外観＋超音波損傷）☑高力ボルトの締付け検査報告書　　　☑鉄骨製作工場名の現場表示板の写真

☑溶接部検査に関する契約書（写し）　　　☑合成スラブの施工状況報告書　　　　☑溶接部の強度試験成績書

□露出型柱脚施工管理報告書　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　　　□




注. eq \o\ac(○,1)　溶接する部分を除く受入れ検査について、工事管理者が検査報告書及び検査依頼書に基づき依頼した技術者の所属、資格及び氏名等を記入する。

Ⅱ鉄骨加工工場及び工事現場における試験・検査等の結果

	ａ．検査等の項目
	ｂ．実施した試験・検査等の方法

（実施した項目をチェック）
	ｃ．検査等の実施年月日

	
	
	社内検査 eq \o\ac(○,注)２
	受　入　検　査　 eq \o\ac(○,注)３

	
	
	鉄骨加工工場
	工事施工者
	工事監理者
	検査機関等

	①　工場製作時における検査等の実施状況
	鉄骨加工工場の決定
	☑書類審査

□工場実地調査
	
	19.2.14
	19.2.21
	

	
	鉄骨製作要領書・工作図の承認
	☑設計図書との照合　☑図書審査
	19.3.25
	19.4.1
	19.4.8
	

	
	溶接方法の承認
	☑製作要領書審査　□承認試験
	19.3.25
	19.4.1
	19.4.8
	

	
	溶接技能者の承認
	☑資格証の確認　☑溶接条件と資格の適合

☑技量確認試験（実施・他工事資料参考）
	19.4.1
	19.4.20
	19.4.20
	

	
	使用鋼材等の受入検査
	☑ミルシートの確認　☑立入検査

□鋼材判別器　□材質試験　□（　　　）
	19.6.10
	19.6.10
	19.6.10
	

	
	使用材料・製品等の受入検査

(高力ボルト、スタッドボルトその他)
	☑ミルシート確認　☑製品確認

□立会検査　□（　　　　　　　　）
	19.6.10
	19.6.10
	19.6.10

（高井　力）
	

	
	原寸検査等
	☑テープ合わせ　☑床上原寸図　☑工作図

審査　☑定規・型板検査　□（　　　）
	19.6.10
	19.6.15
	19.6.15
	

	
	切断後の鋼材材質の確認
	☑マーキング確認　☑切板発注指示書確認

□確認試験　□（　　　　　　　　　）
	19.7.12
	19.7.15
	19.7.15

（高井　力）
	

	
	組　立　検　査
	☑開先形状・角度　☑ルート面・ルート間隔　☑肌すき、食違

☑仕口部のずれ　☑裏あて金・エンドタブ　☑スカラップ工法

☑スカラップ形状・寸法　☑仮付け溶接　☑内ダイヤの取付け
	☑目　　　視

☑溶接ゲージ

☑スケール
	19.8.15

19.9.20

19.10.25
	19.8.20

19.9.25

19.10.28
	19.8.20

19.9.25

19.10.28
	

	
	
	★以下の項目は、２節目以降の組立検査時に確認する

☑予熱の方法と管理方法の確認　☑予熱予防チェック

☑パス間温度、入熱量の管理方法の確認と管理の結果
	☑製作要領書の確認
☑温度チョーク
□（　　　　　）
	19.9.20

19.10.25
	19.9.25

19.10.28
	19.9.25

19.10.28

（高井　力）
	

	
	
	☑ボルトの孔径　☑孔心・孔間隔のずれ　☑摩擦接合面の確認
	☑目視　☑ゲージ
	19.8.15

19.9.20

19.10.25
	19.8.20

19.9.25

19.10.28
	19.8.20

19.9.25

19.10.28
	

	
	鉄　骨　製　品　の　受　入　検　査
	部材の精度
	☑部材の社内検査実施状況の確認
	☑製品の社内検査報告書確認
	19.11.28

19.12.10

20.1.20
	19.12.1

19.12.1

19.12.15

20.1.25
	19.12.1

19.12.1

19.12.15

20.1.25
	

	
	
	
	☑部材表面検査　☑部材寸法検査　☑取り合い部検査

☑スタッド溶接検査　☑高力ボルト締め付け検査

☑スラグ・スパッタの除去　□（　　　　　　　）
	☑目視

☑ゲージ・スケール

☑打撃曲げ試験
	
	
	
	

	
	
	溶接部の品質
	☑外観検査（精度・表面欠陥）

☑超音波損傷検査（内部欠陥）
	☑目視　☑溶接ゲージ　☑スケール

☑超音波損傷試験　□（　　　　　）
	19.11.28

19.12.10

20.1.20
	19.12.1

19.12.15

20.1.25
	19.12.1

19.12.15

20.1.25
	19.11.29～12.1

19.12.11～12.15

20.1.21～1.25

	
	
	
	社内検査結果のまとめ
	☑溶接部の社内検査報告書の確認

社内検査を実施した者の所属・資格・氏名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	受入検査結果のまとめ
	☑第三者検査機関による溶接部の受入検査報告書の確認

☑契約書等確認　検査を実施した者の資格・氏名

（NDI－UT３　㈱非破壊検査　北上　進）

☑工事管理者が指定した「技術者」による代行検査報告書の確認
「技術者」の所属・氏名（松川鉄工所　高井　力）

	
	
	
	
	１　全数検査　（検査数　○○　合格数　○○　合格率　○○　）

（不合格部の補修箇所　　　　補修方法　　　ガウジング　　）

２　抜取検査の場合次の項目を記載して別に報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜取方法・抜取率・検査数

・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等
	
	１　抜取検査の場合は、次の項目を記載して別に報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜取方法・抜取率・検査数

・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等

２　全数検査（検査数　　合格数　　合格率　　）
（不合格部の補修箇所　　補修方法　　　　）

	
	不具合の処置及び検査結果の考察
	組立検査時において、ルート間隔が４ｍｍ以下のものがあったので、補正するように指示した。

全体としては比較的良好であった。

	②　現　場　工　事　時　に　お　け　る　検　査　等　の　実　施　状　況
	鉄骨工事施工要領書の承認
	☑設計図書との照合　☑図書審査
	20.4.1
	20.4.8
	20.4.8
	

	
	溶接方法の承認
	☑製作要領書審査　□承認試験
	20.4.1
	20.4.8
	20.4.8
	

	
	溶接技能者の承認
	☑資格証の確認　☑溶接条件と資格の適合

☑技量確認試験(実施・他工事資料参考)
	20.12.1
	20.12.1
	20.12.1
	

	
	使用材料・製品の検査

（高力ボルト等）
	☑ミルシートの確認　☑現場軸力導入試験

□（　　　　　　　　　　　　　　　）
	2010.25
	20.10.25
	20.10.25

（高井　力）
	

	
	柱　脚　部
	☑柱据付け面の状況　☑アンカーボルト

の据付け状況　□露出型固定柱脚の施工

状況　□（　　　　　　　　　）
	☑設計図書との照合　☑レベル　☑スケール

☑柱脚メーカーのチェックシート照合

□（　　　　　　　　　　　　　　　　）
	20.10.20
	20.10.20
	20.10.20
	

	
	建　て　方
	☑建入れ直し　☑仮締めボルト

☑倒壊防止措置　☑建て方精度

□（　　　　　　　　　　　　　）
	☑施工要領書等との照合　☑目視

☑スケール　☑下げ振り


	21.2.8
	21.2.8
	20.2.8
	

	
	ボ　ル　ト　工　事　・　溶　接　工　事
	☑摩擦接合面の確認　☑食違い・肌すき

検査　☑１次締め後全数マーキング

☑本締め検査　☑共廻り、締め忘れ検査
	☑目視　☑ゲージ

□（　　　　　　　　　　　　　　）


	20.10.18

21.3.1
	20.10.18

21.3.1
	20.10.18

21.3.1

（高井　力）
	

	
	
	☑作業環境等　☑予熱の実施状況

☑ルート間隔　☑食違い・仕口部のずれ

☑エンドタブ、裏当て金の施工状況

☑溶接部の外観検査（精度・表面欠陥）

☑超音波損傷検査　□（　　　　　　）

☑合成スラブの施工状況（スタッド、焼きぬき栓溶接等）
	☑施工要領書等との照合☑　温度チョーク

☑目視　☑溶接ゲージ　□スケール

☑目視　☑溶接ゲージ　□スケール

☑超音波損傷検査　□（　　　　　　　　）

☑目視　☑ゲージ　☑打撃曲げ試験

☑スラブメーカーのチェックシート照合
	20.12.18

20.12.25

21.4.10

21.4.15
	20.12.18

21.4.10

21.4.15
	20.12.18

21.4.10

21.4.15
	

	
	
	社内検査結果のまとめ
	社内検査　□実施　☑省略

□溶接部の社内検査報告書の確認

社内実施した者の所属・資格・氏名

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	受入検査結果のまとめ
	☑第三者検査機関による溶接部の受入検査報告書の確認　□契約書等確認実施した者の所属・資格・氏名（㈱非破壊検査　NDI－UT３種　北上　進）

☑工事監理者が指定した「技術者」による代行検査報告書の確認

「技術者」の所属・氏名（松川鉄工所　山川　輝男）

	
	
	
	１　全数検査（検査数　　　合格数　　　合格率　　　）

（不合格部の補修箇所　　　　　補修方法　　　　　）

２　抜き取り検査の場合は、次の項目に記載して別に検査報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜き取り方法・抜き取り率・検査数・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等
	
	左記で社内検査実施の場合は、次の１、省略の場合は２とする。

１　抜取り検査の場合は、次の項目を記載して別に検査報告書を添付する。

・検査ロットの構成方法・抜き取り方法・抜き取り率・検査数・不合格箇所数・検査ロットの合否判定・補修方法等

２　全数検査（検査数　○○　合格数　○○　合格率　○○　）

（不合格部の補修箇所　　△　　補修方法　　　　　）

	
	不具合の処置及び検査結果の考察
	アンカーボルトの位置にずれがあったので、ベースプレートの穴径を拡大し、溶接補修を行った。現場溶接部の受入検査で、柱接合部の一部に溶け込み不良等による不合格が生じたため、ガウジングした後補修溶接を行った。

	
	
	全体的には、比較的良好に加工されていたと判断している。


　　 eq \o\ac(○,注)．２　左に掲げられた「ａ．検査等の項目」欄の項目について、社内検査として実施した項目を「ｂ．実施した試験・検査等の方法」欄の項目から選んで、□をチェックする。「ｃ．検査等の実施年月日」欄にこれらの実施した月日を記入する。

　　  eq \o\ac(○,注)．３　上記と同様に、３者がそれぞれの立場で、受入れ検査として実施した項目とこれらを実施した月日を記入する。このうち、工事監理者が自らの業務の一部を他者（本報告書様式第２面の「検査技術者（溶接部以外の受入れ検査）」欄に記載した技術者　注．１参照）に依頼して、代行検査等に当たらせた項目については、工事監理者の欄に検査等の月日と当該「検査技術者」の氏名を記入する。
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